
統
計
不
正
疑
惑
で
「
24
年
ぶ
り
の
賃
金
上
昇
率
」
を
誇
っ
て
い

た
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に
よ
る
景
気
回
復
は
偽
装
だ
っ
た
と
大
問
題
に
。

消
費
税
増
税
の
前
提
は
崩
れ
、
深
刻
な
消
費
不
況
に
陥
っ
て
い
ま

す
。
安
倍
政
権
は
、
内
政
、
外
交
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
行
き
詰
っ

て
い
ま
す
。
夏
の
参
議
院
選
挙
で
は
、
市
民
と
野
党
の
共
闘
の
勝

利
、
日
本
共
産
党
の
躍
進
で
、
６
年
続
い
た
安
倍
政
権
を
終
わ
ら

せ
、
新
し
い
政
治
の
流
れ
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

４
月
の
流
山
市
長
・
市
議
会
議
員
選
挙
前
、
最
後
の
３
月
議
会

を
迎
え
ま
す
。
流
山
市
は
４
年
間
で
人
口
が
２
万
人
増
加
。
あ
ま

り
に
も
急
激
な
人
口
増
に
保
育
や
学
校
教
育
な
ど
市
民
生
活
に
必

要
な
基
盤
整
備
が
追
い
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。
人
口
比
で
職
員
数
は

県
下
一
少
な
く
、
防
災
や
高
齢
化
対
策
な
ど
は
自
治
会
だ
の
み
。

そ
の
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
地
域
、
世
代
に
、
市
政
へ
の
要
望
、
不
満

が
渦
巻
い
て
い
ま
す
。
日
本
共
産
党
は
、
市
民
の
願
い
・
要
望
を

市
政
に
届
け
、
実
現
の
た
め
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

小
田
桐
た
か
し
議
員

２
月
20
日
（
水
）
午
前
⒒
時
頃

１
、
教
育
行
政
に
つ
い
て

①
教
員
の
働
き
方
改
革
に
つ
い
て

②
学
校
規
模
に
つ
い
て

２
、
公
共
交
通
の
充
実
に
つ
い
て

①
Ｔ
Ｘ
の
８
両
化
、
及
び
通
勤
・
通
学
定
期
の
割
引
率
を
引
き

上
げ
る
こ
と
に
つ
い
て

３
、
子
ど
も
に
寄
り
添
う
行
政
運
営
に
つ
い
て

①
児
童
虐
待
に
つ
い
て

②
子
ど
も
食
堂
へ
の
支
援
に
つ
い
て

③
市
内
認
可
私
立
保
育
園
に
お
け
る
諸
課
題
に
つ
い
て

④
他
市
で
実
施
さ
れ
て
い
る
小
児
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
助
成
を

何
故
し
な
い
の
か
。

⑤
学
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

ア
、
下
校
時
に
お
け
る
安
全
対
策
に
つ
い
て

イ
、
放
課
後
等
の
生
活
ス
ペ
ー
ス
の
充
実
・
支
援
に
つ
い
て

ウ
、
保
護
者
の
送
迎
で
心
配
さ
れ
る
駐
車
場
対
策
に
つ
い
て

徳
増
き
よ
子
議
員

２
月
20
日
（
水
）
午
後
１
時
頃

１
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
に
つ
い
て
市
長
に
問
う

①
原
発
は
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
と
し
て
成
り
立
た
な
い
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
が
、
原
発
ゼ
ロ
の
社
会
実
現
に
向
け
た
取
り

組
み
に
つ
い
て
市
長
と
し
て
の
見
解
を
問
う
。

②
公
共
施
設
の
新
築
・
更
新
時
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

２
、
市
民
福
祉
の
充
実
に
つ
い
て

①
特
定
疾
病
療
養
者
見
舞
金
に
つ
い
て
支
給
金
額
を
も
と
に
戻

す
な
ど
利
用
者
の
生
活
実
態
に
あ
わ
せ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

②
重
度
障
が
い
者
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
、
市
負
担
の
軽

減
を
は
か
る
た
め
に
も
精
神
障
が
い
者
を
対
象
に
含
め
る
よ

う
に
県
に
要
請
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

３
、
東
部
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

①
前
ヶ
崎
４
１
１
地
先
の
変
則
交
差
点
の
改
良
及
び
信
号
機
設

置
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

②
向
小
金
１
丁
目
住
宅
展
示
場
跡
の
大
規
模
開
発
に
つ
い
て

植
田
和
子
議
員

２
月
20
日
（
水
）
午
後
２
時
頃

１
、
北
部
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

①
県
道
松
戸
野
田
線
（
旧
有
料
道
路
）
の
改
修
や
渋
滞
対
策
に

つ
い
て

②
江
戸
川
台
駅
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

ア
、
ジ
ェ
ト
ロ
江
戸
川
台
職
員
宿
舎
跡
地
の
購
入
に
つ
い
て

イ
、
江
戸
川
台
駅
前
出
張
所
な
ど
が
入
っ
て
い
る
旧
Ｊ
Ａ
江

戸
川
台
支
店
（
江
戸
川
台
駅
前
庁
舎
）
に
つ
い
て

２
、
全
市
的
な
バ
ス
交
通
の
充
実
に
つ
い
て

①
ぐ
り
ー
ん
バ
ス
で
導
入
さ
れ
る
高
齢
者
割
引
制
度
に
つ
い
て

②
民
間
バ
ス
へ
の
高
齢
者
割
引
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

３
、
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
に
つ
い
て

①
ひ
と
り
親
家
庭
の
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
現
物
給
付
に

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

い
ぬ
い
紳
一
郎
議
員

２
月
20
日
（
水
）
午
後
３
時
半
頃

１
、
市
長
の
政
治
姿
勢
を
問
う
。

①
辺
野
古
へ
の
新
基
地
建
設
問
題
、
及
び
「
毎
月
勤
労
統
計
」

の
不
正
問
題
に
つ
い
て
市
長
の
見
解
を
問
う
。

２
、
次
期
総
合
計
画
に
つ
い
て
問
う
。

①
将
来
人
口
推
計
に
つ
い
て

ア
、
Ｔ
Ｘ
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
と
将
来
人
口
推
計
に
つ
い
て

イ
、
北
部
地
域
の
人
口
減
少
予
測
が
大
き
い
が
、
北
部
地
域

の
ま
ち
は
ど
の
よ
う
に
変
貌
す
る
と
考
え
て
い
る
の
か
。

②
総
合
計
画
審
議
会
の
答
申
に
関
連
し
て
問
う
。

ア
、
貧
困
と
格
差
拡
大
が
深
刻
化
し
て
い
る
が
、
社
会
的
公

正
の
実
現
を
太
く
位
置
づ
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

イ
、
流
山
市
に
お
け
る
扶
助
費
の
増
加
の
要
因
は
何
か
。

ウ
、
Ｔ
Ｘ
沿
線
土
地
区
画
整
理
事
業
の
一
部
終
了
や
市
税
の

増
収
が
見
込
め
る
な
ど
、
他
の
自
治
体
に
な
い
条
件
を

次
期
総
合
計
画
で
は
ど
う
生
か
す
の
か
。

３
、
介
護
保
険
制
度
見
直
し
の
影
響
に
つ
い
て

①
利
用
料
の
３
割
負
担
の
導
入
に
つ
い
て

②
訪
問
介
護
（
生
活
援
助
支
援
）
の
一
定
の
回
数
を
超
え
た
ケ

ア
プ
ラ
ン
の
適
正
化
に
つ
い
て

③
財
政
的
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
設
け
ら
れ
た
新
た
な
保
険

者
機
能
強
化
交
付
金
に
つ
い
て

発
行

日
本
共
産
党
流
山
市
議
団

市
議
団
事
務
所

７
１
５
７
ー
６
１
４
０

議
会
事
務
局

７
１
５
０
ー
６
０
９
９

会

期

２
月
14
日
～
３
月
15
日

30
日
間

（
議
案
25
件
、
請
願
・
陳
情
５
件
、
発
議
５
件
他
）

２
月

14
日
（
木
）
本
会
議

午
後
１
時
開
議

19
日
（
火
）
～
22
日
（
金
）

一
般
質
問

午
前
10
時
～

25
日
（
月
）
総
務
委
員
会

26
日
（
火
）
教
育
福
祉
委
員
会

27
日
（
水
）
市
民
経
済
委
員
会

28
日
（
木
）
都
市
建
設
委
員
会

３
月

４
日
（
月
）
～
６
日
（
水
）
、
８
日
（
金
）

予
算
算
審
査
特
別
委
員
会

小
田
桐
議
員
担
当

15
日
（
月
）
本
会
議

午
後
１
時
開
議

議
案
・
陳
情
・
意
見
書
な
ど
採
択


